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①技術の革新性／ユニークさ

（代表例）
・シリカ
・ゼオライト
・金属有機構造体（MOF）

【ナノ多孔性材料】

・吸着材（→幅広く事業化）
・触媒（→幅広く事業化）
・分離膜（→非常に限定的）

【期待される用途】

（特徴）
・細孔サイズの制御性（0.3-100 nm）
・選択的吸着
・化学的安定性

【事業化に向けた技術的課題】
①品質評価：膜細孔分布評価
②高性能化：欠陥なく薄膜化させる
③量産化：生産再現性の向上



②社会インパクト（1）

分子レベルの分離により、モノづくりのエネルギー効率を圧倒的に向上

高効率化



②社会インパクト（2）：大幅な省エネ化（膜分離事業）



②社会インパクト（3）：大幅な生産性向上（グリーン燃料合成）



③オープンイノベーション推進（1）：大学との開発連携による継続的な競争力強化・維持

＊ニッチ領域であり研究開発連携している大学から当社への入社や、
当社販売先へ就職など、研究開発に限らずシナジーが大きい

多くの大学と研究開発連携



③オープンイノベーション推進 （2）：株主（大企業）との連携による成長加速

株主との事業連携により分離膜事業を飛躍的に推進

新規株主

既存株主

＊ロゴの使用許諾が全て取れている訳ではありませんので、内部資料扱いでお願い致します
7



④グローバル適正

人材交流もグローバルに展開

・社内メンバー数：40名
・博士高度技術人材：13人
・多国籍

エネルギー・環境問題は世界的課題であるため、
産学官連携のオープンイノベーション体制によりグローバルに展開中です.

人も、地球も、みんなニッコリ。
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省エネ化、CO2排出量削減、
CO2利活用は急務

⑤万博活動報告（1）：取組み社会課題

水素ステーションはインフラ設置コスト
が高すぎて普及に苦戦



エネルギーキャリアとしてのメタノール水は
高圧水素ガスボンベや電池にはない優位性をもつが、

合成効率や利用効率が発展途上

CO2 + 3 H2 ⇄ CH3OH（メタノール） + H2O

⑤万博活動報告（2）：取組み社会課題



⑤万博活動報告（3）：イーセップ（eSep）チャレンジ



・水素キャリア（メタノール水）を用いたオンサイト・オンボード型水素発生システム
＊排熱を利用して水素を発生させることがポイント

【適用例】
・水素エンジン利用（トラック、バス、船舶、乗用車など）
・燃料電池利用
・携帯式アウトドア（非常用）電源への応用など

⑤万博活動報告（4）：イーセップ（eSep）展望
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